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図 1は,b-Oに固定したときのS(〟)の 6依存性を示す｡この場合,スペク トルS(〟)
/I-′




図 2, 8- 10~4に固定 したときのS(y)のb依存性 を示す｡ bを増大させると, 層流 の
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カオスの確率論を決定論 (的運動方程式 )から具体的に作れるかどうかは
1)適当な粗視化を行ない,
2)粗視変数の状態空間において,カオスの不変確率密度を定常解としてもつ,統計物理
的発展方程式を作れる,
かどうかにかかっていると思える｡ここで,統計物理的発展方程式とは,熱平衡分布を定常
解としてもつ,ボルツマン方程式やフォツカープランク方程式に相当するもので,その特徴
は,時間推進が平均化の演算子であり,逆行不可能なものを意味する｡
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